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コ
ロ
ナ
に
負
け
ず 

理
事
長 

篠
原 

均 

令
和
三
年
度
上
期
も
、
コ
ロ
ナ
変
異

株
の
ま
ん
延
で
感
染
拡
大
の
第
四
波
、

第
五
波
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
当
協
会
も

感
染
拡
大
状
況
に
応
じ
て
活
動
を
制
限

し
ま
し
た
の
で
、
通
常
の
ガ
イ
ド
活
動

は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ

し
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
頑
張
っ

て
実
現
し
た
も
の
が
二
つ
あ
り
ま
す
。 

一
つ
は
貝
山
地
下
壕
の
見
学
ツ
ア
ー

で
す
。
市
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
ガ
イ
ド

養
成
講
座
を
昨
年
度
末
に
修
了
し
た
当

協
会
員
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
見
学
ツ
ア
ー

を
始
め
ま
し
た
。
安
全
安
心
な
見
学
ツ

ア
ー
に
な
る
よ
う
に
５
月
ま
で
充
分
な

検
討
を
重
ね
て
六
月
か
ら
お
客
様
の
受

け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。
地
下
壕
の

あ
る
貝
山
緑
地
付
近
は
ち
ょ
う
ど
、
海

軍
で
最
初
に
作
ら
れ
た
飛
行
場
の
格
納

庫
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ま
さ
に
海
軍

航
空
部
隊
の
発
祥
の
地
で
す
。
ツ
ア
ー

に
参
加
さ
れ
た
お
客
様
に
は
、
地
下
壕

だ
け
で
な
く
、
海
軍
の
航
空
部
隊
や
そ

の
教
育
機
関
で
あ
る
予
科
練
、
さ
ら
に

当
時
の
航
空
技
術
開
発
の
最
前
線
で
あ

っ
た
航
空
技
術
廠
、
な
ど
に
思
い
を
馳

せ
て
帰
っ
て
い
た
だ
く
ツ
ア
ー
に
し
て 

い
ま
す
。
ま
た
、
付
近
に
は
、
東
京
湾
の

船
舶
航
行
の
安
全
の
た
め
に
平
成
十
二

年
か
ら
撤
去
さ
れ
た
、
明
治
期
海
防
の

遺
産
で
あ
る
第
三
海
堡
の
遺
構
が
、
地

元
の
方
々
の
熱
心
な
運
動
に
よ
り
残
さ

れ
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
併
せ

て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。 

    
 

       

も
う
一
つ
は
、
新
人
の
一
括
募
集
で

す
。
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
出
来

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
随
時

募
集
で
六
名
の
方
に
入
会
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
度
こ
そ
は
一
括
募
集

を
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
度
よ
り
準
備

を
進
め
た
た
め
ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ
の
第

三
波
と
第
四
波
の
合
間
で
募
集
が
で
き
、 

ま
た
日
程
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
た
た
め

第
四
波
と
第
五
波
の
合
間
で
研
修
が
で

き
て
、
十
七
名
の
方
に
入
会
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
現
在
の
会
員
数

は
八
十
名
と
な
り
高
齢
化
に
よ
る
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
し
た
。
今
回
は

特
に
、
講
義
の
ビ
デ
オ
録
画
を
取
り
入

れ
た
こ
と
で
、
座
学
研
修
へ
の
参
加
方

法
に
多
様
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
、

コ
ロ
ナ
対
策
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 今

後
も
、
こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
で

も
で
き
る
範
囲
で
活
動
の
準
備
は
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
当
協
会
は
来

年
で
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
現

在
記
念
事
業
を
検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、

次
号
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

発  行：ＮＰＯ法人よこすかシティガイド協会 

発行日：令和３年９月３０日 

責任者：理事長 篠原 均 

編  集：会報編集チーム リーダー 玉井幸雄 

Ｕ Ｒ Ｌ：http://yokosuka.kankoh-guide.com/ 

 

５号 

 

 

貝山地下壕入口 

新人ガイド研修修了式 



よこすかシティガイド協会会報 2 

 

【賛助会員募集】 

よこすかシティガイド協会の活動に理解をお持ちで、当協会を後援していただける個人及び団体の賛助会員を募集しています。 

年会費 個人 1口 3,000 円・団体 1口 5,000円 詳細は電話 090-6527-9684（理事長 篠原 均）まで 

令和 3 年９月 3０日発行 

■貝山地下壕ガイドのご紹介 

※１０年ぶりに一般公開された貝山地下壕 

貝山地下壕は、旧横須賀海軍航空隊が空襲対策とし

て昭和１８年から１９年にかけて敷設した延長約２キロ

メートルにも及ぶ大規模な地下壕です。 

１０年前の東日本大震災の影響による落盤等の事故

防止のため、立ち入り禁止になっていましたが、横須賀

市が地下壕内を約２００メートルにわたり安全対策を施

して２０２１年６月より一般公開されました。 

当会では毎月第２と第４土曜日に貝山地下壕見学ガイ

ドの参加募集をしています。 

※貝山地下壕がある追浜・浦郷の歴史と町並み 

追浜、古くは浦郷と呼ばれたこの地域の歴史は縄文時

代に遡ります。戦後、約９５００年前の縄文前期の貝塚

が発掘され、当時としては日本最古の貝塚として国の

史跡に指定された「夏島貝塚」があります、近くには縄

文後期の「榎戸貝塚」、古墳時代の祭祀遺跡「鉈切遺

跡」などがあり、追浜の古い歴史を伝えています。 

戦国時代には後北条氏の家臣朝倉能登守が浦郷の地

を統治していました。追浜駅前にある雷神社は能登守

が再興した神社です。 

近世に入り前橋藩の酒井雅樂守が統治し浦郷陣屋が

置かれていました。近くの榎戸湊は相模湾で獲れた漁

獲物を逗子田越から榎戸までの「魚荷道」と呼ばれる

陸路を牛馬で運び、榎戸湊から押送船に乗せ換えて江

戸日本橋の魚河岸まで運んでいました。その為、榎戸

は日本橋の魚問屋商人や廻船問屋が入って賑わって

いた土地と云われています。明治時代に入ると陸軍が

首都防衛のための夏島砲台等を築き、海軍は田浦地

区に海軍工廠造兵部、追浜地区には横須賀海軍航空

隊、追浜飛行場、海軍航空技術廠、予科練等の施設が

築かれていき追浜は海軍の町として発展してきました。 

大正元年１１月、海軍の河野大尉と金子大尉の水上飛

行機による初飛行が行われたのも追浜です。戦後は旧

軍港市転換法により海軍施設の民間への払い下げが

行われ、学校、運動場等の教育施設や民間企業の工

場が建設されて、追浜は戦後経済復興の一翼を担って

きました。 

※貝山地下壕の概略 

貝山地下壕がある貝山緑地の地層は約２００～１７０万

年前に堆積した上総層群野島層により構成され、地質

は凝灰岩、凝灰質砂岩、凝灰岩シルト岩が分布されて

おり凝灰岩は比較的硬いが砂岩は柔らかい地層です。

日本ではトンネルを掘る技術は古くから開発されており、

戦国時代の攻城戦、金山の掘削、近代においては大

正６年からの丹那トンネル建設時での技術開発により

掘削技術は進んでいたと考えられています。 

地下壕の構造は、貝山緑地内に上下にわたり重層的

に配置されています。 

その配置は大きく分けて３つのブロックに分けられます。

Ａ地区の内部には天井に向けた櫓状に組まれた痕跡

があり、作業台のコンクリートブロックが散乱しています。

また碁盤目の巨大壕のコンクリート通路が配置され軍

用トラックが出入りしていたといわれます。 

Ｂ地区は今回一般公開された地区を含む地区です。坑

道は枝分かれしており、部屋のような空間があることか

ら会議室や倉庫に使われていたと推測されます。また

生活面に使われていたと思われる水槽跡や竈(かまど)

などの施設があります。 

上部坑道と呼ばれる地区は未調査ですが、２つの坑道

があるようです。壁面に航海科と彫られたものや、幾つ

かの人が入れるほどの掘りこまれた窪みが見つかって

います。 

その他Ｃ地区と云われる坑道がありますが、現在は埋

め戻されていて不明です。       

※貝山地下壕見学コースのご案内 

地下壕の中は幅５～７ｍ、高さ５～７ｍの広い通路に横

抗や格子状の坑道が接し、通路上はいくつかの部屋の

ような空間があります。坑内は安全対策として鉄骨の

柱と梁を巡らせて落盤等の事故に備えています。路面

は遺跡としての現状を維持するために凹凸が大きく、

歩行には注意が必要です。また照明も最低限に抑えて

おり、足元を確認するために懐中電灯は必須です。ま

た地下壕内は携帯電話が使えない為、事故発生時に

備えて壕内にインターホン等の連絡放送設備も備えて

います。              (理事 相原 一久) 
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2021年度後半のガイドツアー予定 ☆印は２回シリーズです 

 

申込み方法や受付締切日については協会ホームページをご覧ください。なお、コロナの感染状況によってはツアーの中止

もございます。「よこすかシティガイド協会ホームページ http://yokosuka.kankoh-guide.com/」 

依頼ガイド募集 

二人以上のグループのご希望コースを案内する「依頼ガイド」も受付けています。下記の協会ホームページから依頼ガ

イド申込み様式をダウンロードしてＦＡＸ（０４６－８２7－１６８２）で協会宛てお申込み下さい。お薦めコースも同

ホームページに紹介しています。 

 

ツアーNo. 部会名 コース名
シリ
ーズ

開催日 曜日 締切日 集合／解散

11 西海岸 秋色の棚田の道を新善光寺へ 10/15 （金） 10/7（木） JＲ衣笠駅／新善光寺

17 大津 遺跡と古墳、秋桜咲く花の国 10/16 (土) 10/8(金） 北久里浜駅／久里浜花の国　正門

18 衣笠 名越切通しから元八幡宮へ 10/23 (土) 10/14(木） ＪＲ逗子駅／元八幡宮

19 追浜 国指定史跡・夏島貝塚見学会 10/24 (日） 10/15(金) 追浜駅／追浜車庫前バス停

20 大津 龍馬の妻お龍in横須賀その1 ☆ 10/30 (土) 10/22(金） 京急大津駅／県立大学駅

21 浦賀 ちいさい秋＃7 11/12 (金) 11/5(金） 京急長沢駅／光の丘水辺公園

22 大津 龍馬の妻お龍in横須賀その2 ☆ 11/13 (土) 11/4(木） 県立大学駅／横須賀中央駅

23 追浜 称名寺を目指し六浦道を行く 11/14 (日) 11/5(金) 金沢八景駅　駅前デッキ／金沢文庫駅

24 西海岸 「花の百名山」大楠山ハイク 11/16 (火) 11/9(火) ＪＲ衣笠駅／しょうぶ園

25 衣笠 本覚寺から頼朝の夢永福寺跡へ 11/20 (土) 11/12(金） ＪＲ鎌倉駅／鎌倉宮

27 浦賀 久里浜界隈の歴史と寺社参拝 12/9 (木) 12/2(木) 京急久里浜駅／京急久里浜駅

28 追浜 神武寺の煤払い法会と鷹取山 12/13 (月) 12/3(金) JR東逗子駅／追浜駅

29 西海岸 古の合戦みちと観音みち 12/14 (火) 12/7(火) 三崎口駅／荒崎バス停

30 浦賀 浦賀の寺社と地獄極楽図拝観 1/16 (日) 1/7(金) 京急線    浦賀駅／西岸叶神社

10 衣笠 蝶の広場から黄金屏風を巡る 1/20 （木） 1/13（木) 衣笠城址バス停/衣笠山公園バス停

31 西海岸 三浦三山と武山初不動参拝 1/28 (金) 1/21(金) 津久井浜駅／武山不動院

32 西海岸 鎌倉殿の13人義盛VS義時 2/16 (水) 2/9(水) ＪＲ鎌倉駅／ＪＲ鎌倉駅

33 浦賀 会津藩の足跡を辿り観音崎へ 2/17 (木) 2/10(木) 浦賀駅／観音埼バス停

34 衣笠 三浦一族ゆかりの寺を巡る 3/12 (土) 3/3(木) 北久里浜駅／衣笠城址バス停

35 追浜 田浦の近代化遺産を訪ねる 3/13 (日) 3/4(金） 京急田浦駅／JR田浦駅

36 西海岸 鎌倉殿の13人義盛と信仰 3/25 (金) 3/18(金) 三崎口駅／浄楽寺

37 大津 弟橘媛の愛と桜の走水水源地 3/30 (水) 3/23(水） 馬堀海岸駅／伊勢町バス停

地区名  お薦めコース例 （名称） ご案内コースの一例 

 中央地区 ヴェルニー公園と猿島巡り  ヴェルニー公園～ドブ板通り～三笠公園～猿島～三笠桟橋

浦賀地区  浦賀の文化遺産と歴史を訪ねる  東叶神社～浦賀の渡し～奉行所跡～愛宕山～西叶神社

 観音﨑地区 海と花・歴史と文化遺産  走水水源地～走水神社～横須賀美術館～観音崎公園～観音埼灯台

 衣笠地区 衣笠・中世山城の歴史道を歩く 衣笠山公園～大善寺～衣笠城址～満昌寺～清雲寺 

追浜地区  夏島貝塚・貝山緑地を訪ねる 明治憲法起草記念碑～夏島貝塚～貝山緑地～予科練誕生之地記念碑 

 西海岸地区 横須賀西海岸の自然と歴史を訪ねる 湘南国際村～子安の里～立石公園～若命家長屋門～浄楽寺 



よこすかシティガイド協会会報 4 

 

【賛助会員募集】 

よこすかシティガイド協会の活動に理解をお持ちで、当協会を後援していただける個人及び団体の賛助会員を募集しています。 

年会費 個人 1口 3,000 円・団体 1口 5,000円 詳細は電話 090-6527-9684（理事長 篠原 均）まで 

令和 3 年９月 3０日発行 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

地
区
部
会
紹
介
（
浦
賀
・
久
里
浜
） 

椿 

孔
平 

当
部
会
は
横
須
賀
市
の
南
東
に
位
置

し
、
幕
末
開
国
を
迫
る
ペ
リ
ー
艦
隊
の
来

航
で
知
ら
れ
る
浦
賀
・
久
里
浜
地
域
の
自

然
、
歴
史
、
寺
社
、
文
化
、
産
業
等
の
ガ

イ
ド
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

浦
賀
地
域
は
江
戸
時
代
干
鰯
（
ほ
し
か
）

は
関
西
地
方
の
綿
花
栽
培
（
木
綿
）
の
肥

料
と
し
て
、
そ
の
後
奉
行
所
が
伊
豆
下
田

よ
り
移
転
し
船
改
め
等
を
通
じ
生
活
物

資
を
売
買
す
る
廻
船
問
屋
な
ど
で
大
商

人
が
増
え
彫
刻
、
鏝
絵
な
ど
の
文
化
も
盛

ん
に
な
り
、
明
治
期
よ
り
造
船
業
等
、
各

時
代
の
産
業
で
繁
栄
し
た
町
で
す
。 

ガ
イ
ド
コ
ー
ス
と
し
て
は
「
東
西
浦
賀

の
寺
社
と
彫
刻
、
鏝
絵
、
浦
賀
ド
ッ
ク
、

奉
行
所
跡
、
東
西
叶
神
社
」
等
、
各
々
に

的
を
絞
り
浦
賀
の
魅
力
を
ご
案
内
致
し

て
お
り
ま
す
。 

久
里
浜
地
域
は
、
江
戸
時
代
前
期
平
作

川
上
流
の
干
拓
、
三
浦
半
島
唯
一
学
問
の

神
様
、
菅
原
道
真
公
を
御
祭
神
と
し
て
祀

っ
て
い
る
天
神
社
、
く
り
は
ま
花
の
国
、

蓼
原
古
墳
の
埴
輪
、
ペ
リ
ー
提
督
上
陸
の

碑
、
戦
中
戦
前
に
海
軍
が
設
営
し
た
通
信

学
校
（
現
：
陸
自
通
信
学
校
）
、
工
作
学

校
跡
が
あ
り
ま
す
。 

ガ
イ
ド
コ
ー
ス
と
し
て
は
「
寺
社
、
夫

婦
橋
、
く
り
は
ま
花
の
国
の
花
々
、
ペ
リ

ー
提
督
上
陸
の
碑
」
な
ど
を
絡
め
た
コ
ー

ス
の
ご
案
内
と
シ
リ
ー
ズ
も
の
で
里
山

を
歩
く
コ
ー
ス
「
ち
い
さ
い
秋
」
を
毎
年

企
画
し
て
お
り
ま
す
。 

十
五
名
の
メ
ン

バ
ー
が
ゲ
ス
ト
の
皆
様
に
ご
満
足
い
た

だ
け
る
よ
う
分
か
り
易
く
紹
介
し
て
い

ま
す
。 

 
新
人
ガ
イ
ド
研
修
を
振
り
返
っ
て 

 
研
修
委
員
長 

山
口 

真
代 

七
月
八
日
、
雨
で
延
期
と
な
っ
て
い
た

最
後
の
効
果
測
定
、
修
了
式
が
行
わ
れ 

 

総
勢
十
七
名
の
よ
こ
す
か
シ
テ
ィ
ガ
イ

ド
十
期
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
仲
間
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
を
受
け
見
合
わ
せ
た
新
人
ガ
イ
ド

研
修
で
し
た
が
、
今
年
度
は
五
月
六
月
の

二
ヶ
月
間
の
研
修
を
予
定
通
り
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

座
学
三
回
、
ガ
イ
ド
実
習
四
回
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
座
学
は
初
の
ビ
デ
オ
研
修

の
導
入
。
ガ
イ
ド
実
習
で
は
研
修
生
の
都

合
に
合
わ
せ
た
、
曜
日
毎
、
四
班
体
制
で

の
実
施
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
は
座
学
、

実
習
と
も
週
に
１
度
決
め
ら
れ
た
日
に

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
少
し
で
も
多
く
の

新
人
ガ
イ
ド
を
迎
え
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
こ
の
よ
う
な
方
法
を
取
り
ま
し
た
。 

研
修
が
始
ま
っ
た
初
日
か
ら
、
十
期
生

の
皆
さ
ん
に
は
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
自
己
紹
介
の
話
の
巧
み
さ
、
堂
々

と
し
た
態
度
。
そ
し
て
、
座
学
に
望
む
熱

い
眼
差
し
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
自
分
の
研

修
時
の
様
子
と
は
大
違
い
。
ガ
イ
ド
実
習

で
は
全
員
が
「
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
駅
～
ヴ
ェ
ル

ニ
ー
公
園
～
三
笠
公
園
ま
で
の
ガ
イ
ド

を
で
き
る
よ
う
に
」
が
目
標
で
し
た
が
、

こ
れ
は
結
構
大
変
で
す
。
四
回
の
実
習
で

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
？
始
ま
る
前
は
不
安

で
し
た
が
杞
憂
に
終
わ
り
ま
し
た
。
私
は

日
曜
班
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
す
で
に
職

場
で
新
人
研
修
の
担
当
で
あ
っ
た
り
、
子

供
向
け
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
経
験
の
あ

る
方
、
人
前
で
話
す
こ
と
に
十
分
慣
れ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
独
自
に
勉
強
さ
れ
た
こ

と
を
上
手
に
お
り
ま
ぜ
、
ゲ
ス
ト
を
楽
し

ま
せ
る
工
夫
も
。
実
習
中
に
観
光
客
の
方

を
交
え
て
、
い
き
な
り
本
番
さ
な
が
ら
の

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
他
の
班
は
担
当
研

修
委
員
か
ら
毎
回
、
詳
細
な
報
告
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
一
人
ひ
と

り
の
様
子
か
ら
ラ
ン
チ
の
場
所
に
至
る

ま
で
、
各
班
の
様
子
が
手
に
取
る
よ
う
に

わ
か
り
ま
し
た
。
ど
こ
の
班
も
研
修
委
員

の
熱
い
指
導
と
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
す

る
姿
勢
に
あ
ふ
れ
て
頼
も
し
い
限
り
で

し
た
。 

新
人
研
修
の
二
ヶ
月
間
は
研
修
委
員

も
十
期
生
共
に
気
力
体
力
と
も
に
大
変

ハ
ー
ド
な
日
々
で
し
た
、
し
か
し
、
と
て

も
楽
し
く
充
実
し
た
日
々
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
十
期
生
の
皆
さ
ん
と
活
動
が

で
き
る
日
が
早
く
訪
れ
ま
す
よ
う
に
。
皆

さ
ん
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

ヴェルニー公園での効果測定 


